
大館市教育委員会会議録

大 館 市 教 育 委 員 会

⽇ 時

場 所

令和８年６⽉３０⽇（⽕）
午後３時３０分

第１・第２研修室



1

2 出席委員の⽒名

3 ⽋席委員の⽒名

4  (なし）

5 出席した職員の職⽒名

6
7
8

9 議 事

10 その他

駅なか交流センター 会議室２

委 員 以 外 の
出席者職⽒名

教 育

会議録署名委員
会 議 書 記

（３）
（４）

学 校 教 育 課 主 幹 千 葉 彦 希

中 嶋 舞⾐⼦

⼭ 本   司教育総務課 補佐

教 育 研 究 所
⽣ 涯 学 習 課

教 育 監
教 育 総 務 課
学 校 教 育 課

教 育 次

鈴 ⽊   明

畠 ⼭ 慶 ⼦

佐 藤 正 平
阿 部 精 範 中 央 公 館 ⽻ 沢 秀 則

⽣涯学習課 補佐

三 浦 伸 介
野 呂 謙 ⼀ 歴史⽂化課 補佐
北 林 ⾹ ⼦ 教育総務課総務係

⿃ 潟 幸 男

⼤館市教育委員会会議録
⽇ 時
場 所

令和８年６⽉３０⽇（⽕） 午後３時３０分
第１・第２研修室

開会の⽇時
及 び 場 所

⼯ 藤 啓 ⼦
真 ⽥ かずみ委 員 ⼩笠原 正 卓

委 員
委 員

⼭ ⽥ 和 ⼈

（１）

専決処分の承認について議案第11号

（２）
教育視察について

研究紀要の発⾏について
⼀般会計補正予算（調理業務委託料追加・学校給⾷費物価⾼騰対策補助⾦追加）の
専決処分について

次回 ７⽉２９⽇（⽔）

（⼝頭） 財産の取得について



教育長が教育委員会に報告する事項 

 
令和８年６月３０日                      担当課（学校教育課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 
教育視察について １ 視察等研修団体の規模及び日程等（１学期） 

 

№ 団体名 期日 規模 視察等内容 

１ 愛媛県大洲市議会 ５月２２日
市議 ６ 
行政 １ 

行政視察 
・教育研究所 

２ 岡山県教育委員会 
６月１日 

～  
６月５日 

小教員１ 
実践型 
・桂城小 

３
岡山県教育委員会
義務教育課 

６月３日 

～  
６月４日 

課長 １ 
副参事１ 
副課長１ 

視察型 
・桂城小 
・下川沿中 

４
富山県魚津市 
教育委員会 

６月４日 
～  

６月５日 

教頭 １ 
小教員２ 
中教員３ 

視察型 
・有浦小 
・西館小 
・比内中 
・上川沿小 
・北陽中 

５
東京都世田谷区 
教育委員会 

６月２４日

～  
６月２６日

区教委４ 
小教員４ 
中教員４ 

実践型 
・市教委 
・城南小 
・城西小 
・長木小 
・成章小 
・第一中 
・南中 
・東中 

６
岩手県軽米町 
教育委員会 

６月２５日
市教委１ 
小教員６ 
中教員２ 

視察型 
・山瀬小 
・南中 

７
宮城県気仙沼市 
教育委員会 

７月１日 

～  
７月２日 

市教委２ 
小教員４ 
中教員１ 

視察型 
・北陽中 
・川口小 

 
２ ２学期予定 
 

９月２５日 青森県西北教育事務所 〔視察型：２７名〕 
１０月 １日 茨城県常陸大宮市   〔視察型： ５名〕 
１０月２０日 北海道浦河町教育委員会〔視察型：１０名〕 
 
１０月下旬～１１月中旬 岡山県教育委員会〔実践型：６名〕 
 
１０月６日～１０月１０日 ※予定 
沖縄県嘉手納町教育委員会〔児童生徒：２０名、教員：１０名〕
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教育長が教育委員会に報告する事項 

 
令和８年６月３０日                      担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

大館市青少年問題協議

会委員の任命について 
大館市青少年問題協議会委員については、関係団体等から

の推薦により大館市長が任命しています。このたび、令和８年

５月３１日をもって任期を満了したことに伴い、１５名を任

命しましたので報告します。 

 
・任 期  自 令和 ８年６月 １日 
      至 令和１０年５月３１日 
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教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和８年６月３０日                 担当課（歴史文化課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

研究紀要の発行につ

いて 

大館郷土博物館研究紀要「火内」を、令和８年３月末日付

けで令和８年６月にオンライン発行しました。 

「火内」は、平成１２年（２０００年）３月の創刊以来、

地域の歴史・民俗・自然等に関する調査研究成果を継続的に

掲載しており、今回で第２０号となります。 

本紀要は、博物館における調査・研究成果を広く発信し、

市民へ還元することを目的として発行しているものであり、

国立研究開発法人科学技術振興機構が運営する「Ｊ－ＳＴＡ

ＧＥ（科学技術総合発信・流通総合システム）」に登載すると

ともに、市ホームページからも閲覧できるよう公開しており

ます。なお、印刷・製本については、令和８年度末に第２１

号と併せて実施する予定です。 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日までのアクセ

ス数は 18,291 件で、国内外から多くの閲覧があり、主な内訳

は、アクセス数が多い順に米国が 5,159 件、日本国内が 4,382

件、中国が 2,626 件、その他が 6,124 件となっています。 

これまで公開している「火内」全体の過去３年間の累計ア

クセス数は 37,582 件であり、地域史・民俗・自然に関する研

究成果への関心の高さがうかがえます。 

また、特に「たんぽ・きりたんぽ・きりたんぽ鍋」（第１７

号）や「『大館曲げわっぱ』について」（第１０号）など、地

域の文化や暮らしに関する内容へのアクセスが多く寄せら

れています。 

今後も地域に根ざした調査研究を継続し、その成果を積極

的に発信することで、市民の郷土への理解促進と文化財保護

意識の向上に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

【第 18・19 号表紙】

【URL http://www.jstage.jst.go.jp/browse/hinai/-char/ja】

【J-STAGE 火内トップページ】

【第 20 号表紙】
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教育長が教育委員会に報告する事項 

 
令和８年６月３０日                   担当課（学校教育課） 

報 告 事 項 報  告  内  容 

一般会計補正予算（調理業

務委託料追加・学校給食費

物価高騰対策補助金追加）

の専決処分について 

国の交付金を財源とする一般会計補正予算（調理業務委

託料追加・学校給食費物価高騰対策補助金追加）の専決処

分を６月２６日付けで行いましたので報告します。 

 
 
１ 調理業務委託料追加 
（１）事業内容 
   成章学校給食センターの調理業務委託料 
（２）事業費（補正額） ４，３１３千円 
（３）対象校 上川沿小（１１５食）・成章小（７５食）

成章中（４７食） 計２３７食 

 

２ 学校給食費物価高騰対策補助金追加 

（１）事業内容 

学校給食費保護者負担分の減免 

   児童生徒の２学期から３学期末までの給食費（１人

当たり１２３食）全額を減免 

 

（２）事業費（補正額） ６６，３４４千円 

小学校 ２，１６０人×１２３食× ４５円 
           ＝１１，９５５，６００円… ①
   児童１人当たりの減免額   ５，５３５円 
 

中学校 １，１７６人×１２３食×３７６円 
          ＝５４，３８７，６４８円… ②
  生徒１人当たりの減免額  ４６，２４８円 

 
   計（①＋②） ＝６６，３４３，２４８円… ③
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議  事  の  経  過 

 開会  午後３時３０分 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育監及び各

課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化課長

補佐 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

ただ今より教育委員会会議を開催いたします。 

 本日の教育委員会会議の会議録署名委員については、私と小笠原委員にお

願いします。 

 

前回５月２９日開催分の会議録についてはいかがだったでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり。） 

 

それでは承認とさせていただきます。 

では、４の教育長の報告事項について説明をお願いします。 

 

（「（１）教育視察について」 

「（２）大館市青少年問題協議会委員の任命について」 

「（３）研究紀要の発行について」 

「（４）一般会計補正予算（調理業務委託料追加・学校給食費物価高騰対策

補助金追加）の専決処分について」 

を、資料により報告。） 

 

委員の皆さまからご意見、ご質問等はございませんか。 

 

 歴史文化課にお伺いします。私もフェイスブックのフォローをしておりま

して、研究紀要「火内」の内容を詳しく読ませていただきました。特にニホ

ンザリガニに関しては、大館鳳鳴高校生物部の皆さんの報告に顧問の先生が

記述を加えているなど非常に詳しく載っていて、大変興味深かったです。 

また、先ほどの報告で驚いたのが、アメリカからのアクセス数が最も多い

ということです。海外からのアクセス数が日本よりも多いのは、観光とは別

に学術的な興味を持っているなど何らかの理由があるのではないかと思った

のですが、考えられる理由はあるのでしょうか。 

 

 世界の人口が約８３億人なのに対して日本の人口は約１億２千万人ですの

で、オンラインで世界中からアクセスが可能となると必然的に人口が多い地

域からのアクセスが多くなるとは思いますが、学術の中心であるアメリカが

一番多いということは、やはり学術的な面で大学などからのアクセスが多い

のではないかと考えられます。 

 

 一つ興味があって把握していたら教えてほしいのですが、私たちも専門分

野で学術論文を探す際に根拠として使えるかどうかの判断基準として、その

文献がどれくらい引用されているかということを一つの目安にします。 

今回の研究紀要が単に閲覧されているのではなく、その中の文献が引用さ

れて、どこかの学術論文のリファレンスに記載されたりしているのか気にな
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歴史文化課長

補佐 

 

委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

学校教育課長 

 

委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

ったのですが、そういうことも把握されているものですか。 

 

 アクセス統計でどの程度まで見られるのか確認しないといけませんが、把

握できた場合はご報告できればと思います。 

 

学校教育課にお伺いします。学校給食費物価高騰対策補助金追加の事業費

の部分について、小学校が１食４５円で１人当たりの減免額が５，５３５円、

中学校が１食３７６円で１人当たりの減免額が４万６，２４８円という部分

が少し分かりづらかったのですが、詳しく説明していただけますか。 

 

 小学校の給食費は、国の施策により今年度から児童１人当たり１か月に５，

２００円×１１か月分の補助金が交付されています。１食当たりにすると２

９８円です。大館市は小学校給食費の平均単価が現在４４２円ですので、１

４４円の差額が生じます。 

その１４４円に対して、国の物価高騰対策の重点支援地方交付金を活用し

て更に９９円の追加補助を行っているため、その結果１４４円から９９円を

引いた４５円を４月から保護者が負担しています。 

小学校の１食当たりの負担額が４５円と低いのは、このように国の補助金

によるものです。今回の補助金追加対象は２学期以降の１２３食分ですので、

４５円×１２３食で１人当たりの負担軽減額が５，５３５円となる計算です。

中学校の場合、実際の平均単価は４７５円ですが、こちらも４月から国の

補助金９９円を差し引いた３７６円を１学期まで保護者が負担しています。

今回の補助金追加により、小学校と同様に２学期以降の１２３食について負

担軽減をしますので、生徒１人当たり３７６円×１２３食で４万６，２４８

円となり、児童生徒数を積み上げますと補正額が６６，３４４千円という計

算根拠になります。 

 

 今現在、中学生の保護者は１食当たり３７６円負担しているのですね。 

 

 そうです。 

 

 国の方針では、小学校・中学校全てにおいて限りなくゼロに近くするとい

うことだったと思うのですが、この点を少し教えてもらっていいですか。 

 

 国の方針では、まずは小学校の給食費について抜本的負担軽減を図り、中

学校もその後早期に実施するということで進んでいるようですので、中学校

については国の進め方次第となります。 

 

 理解できました。 

 

 教育監にお伺いします。１学期の教育視察について、教育視察に来た方々

や視察を受け入れた学校から様々な感想が寄せられたと思いますが、その中
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教育監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

委員 

 

から教育監の独断で結構ですので、注目すべき内容がありましたら紹介して

いただけますか。 

 

 受入れをすることで、大館の発信だけではなく大館の教員や教育、子ども、

校長の学校経営等にフィードバックされるというのが教育委員会としては一

番望ましい形だと考えています。そうした場合に、同じツーリズムでもやは

り実践型で何日間か研修教員として滞在してもらうことによって、例えば世

田谷区であれば東京の先生が自分たちの授業をしてくれるということが子ど

もたちにも学びになります。 

教育長がかっこいい大人との出会いを掲げていますが、県外から来る先生

方もかっこいい大人とするならば、子どもたちにとっては教育としてだけで

なく出会いとしても非常に価値があると思いますので、実践型というのを是

非形にしていきたいと考えています。 

１学期は実践型の視察が２団体ありましたが、世田谷区の先生方や教育委

員会の方とお話しした際に、見て、手伝いをして、授業をするというのを１

泊２日の日程で行うのは少々タイトなので、やはり人数を減らしてでも２泊

３日若しくは３泊４日にして、教材研究などの授業づくりから一緒に行う方

が視察側と受入れ側双方の学びとなり、ウィンウィンの関係になっていくの

ではないかという意見がありました。 

受け入れた校長先生たちからも、来て、見て、少し対話して終了よりも滞

在してもらった方が、管理職側にとってもミドルリーダーを育てる上で自校

の共有の学びになるという声が聞かれました。 

もちろん実践型と視察型のどちらを選択するかは来る側が決めることなの

ですが、やはり実践型の価値が大きいということを改めて実感しています。

 

 よく分かりました。 

 

 来ていただいた皆さんからおしなべて言われることは、教育委員会が示し

ていることと学校経営に対する校長の説明、そして実際に学校で行われてい

る授業が全てつながっているということです。それから、小学校と中学校が

行っていることが同じということにも皆さん驚かれます。 

 

 私たちにはもう当たり前になってしまっていることなのですが、やはり驚

かれるのですね。 

 

 教育委員会として施策の重要性など声高に訴えていることについて、各校

長がそれを踏まえて学校経営を行っているかというのは聞けば分かります。

そこにブレがなく一致しているという点に、特に教育委員会から視察に来た

方々が一番驚きます。 

 

 教育監に確認しますが、愛媛県と富山県は過去も何度か視察に来ていまし

たか。 
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教育監 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 富山県魚津市は長年視察に来ています。愛媛県大洲市は今回市議会の行政

視察で、部活動の地域展開に関して大館市が一歩先に進んでいますから、そ

の行政面での施策等について研修したいというのが一番の目的でした。こち

らについては、ここ最近は視察に来た記録はありません。 

 

 ほかにございますか。 

 

 よろしいようですので、議事に進みたいと思います。 

今回議案が１件ございます。それでは説明をお願いします。 

 

（「議案第１１号 専決処分の承認について」を、資料により説明。） 

 

議案は以上です。委員の皆さまから何かございますか。 

 

よろしいようですので、その他に移ります。 

 

（「財産の取得について」を、口頭で報告。） 

 

 ただ今の報告について委員の皆さまから何かございますか。 

  

 予定されている案件は全て終了しました。 

この機会に皆さまからほかに何かございますか。 

 

では、次回の開催日程についてお願いします。 

 

（「来月の開催日程」について） 

 

それでは、以上を持ちまして、教育委員会会議を終了いたします。 

 

 

 会議終了時刻  午後４時００分 

 


